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議員12人が一般質問

合併問題

単
独
で
生
き
残
れ
る
か

生
き
残
り
の
た
め
全
力
を
傾
注

質
問

全
国
で
多
数
の
市
町

村
が
合
併
に
刻
一
刻
と
傾
く
。

危
機
感
を
持
ち
合
併
推
進
を

提
言
し
て
き
た
が
、
町
長
は
単

独
の
道
を
選
択
し
、
一
年
も
経

た
な
い
で
更
な
る
財
政
悪
化
に

苦
慮
し
、
財
政
健
全
化
計
画
の

策
定
中
と
聞
く
。
本
当
に
自
立

し
て
行
け
る
揺
ぎ
無
い
自
信
が

今
で
も
あ
る
か
。

沼
崎
町
長

私
は
、「
自
立

の
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
決
し

て
ば
ら
色
の
未
来
を
約
束
す
る

事
で
は
な
い
」
と
申
し
上
げ
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
現
時
点

で
何
人
の
首
長
が
自
立
の
選
択

を
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、

ゆ
る
ぎ
な
い
自
信
を
持
っ
て
決

断
し
た
首
長
は
い
な
い
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
地
方
自
治
体
の
環
境

は
厳
し
い
。
町
村
会
主
催
の
知

事
を
囲
む
懇
談
会
で
、
広
域
行

政
の
推
進
に
つ
い
て
知
事
は

「
合
併
は
財
政
だ
け
の
問
題
で

進
め
る
の
で
は
な
く
志
を
ど
う

持
つ
か
が
大
切
で
あ
る
。
特
例

債
は
借
金
で
あ
り
、
将
来
の
た

め
使
い
方
を
充
分
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
趣
旨
で
、
私

も
同
感
で
あ
る
。
特
色
あ
る
町

づ
く
り
を
し
な
が
ら
財
政
は
厳

し
く
と
も
、
町
民
と
共
に
山
田

町
の
生
き
残
り
の
た
め
に
全
力

を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

三ヶ尻隆雄議員

町営住宅建設

柳
沢
団
地
建
設
見
直
し
の
検
討
結
果
は

７
棟
か
ら
５
棟
に
計
画
変
更
の
協
議
中

質
問

二
年
前
、
町
財
政
の

悪
化
を
懸
念
し
、
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
大
胆
な
見
直

し
を
提
言
し
た
。
特
に
町
営
住

宅
は
、
七
棟
建
設
予
定
を
二
棟

に
し
、
民
間
に
委
ね
る
べ
き
な

ど
の
質
問
に
、
抜
本
的
検
討
す

る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

沼
崎
町
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
う
ち
、
柳
沢
第
一
団
地

の
建
て
替
え
は
、
平
成
十
九
年

ま
で
毎
年
一
棟
ず
つ
、
七
棟
、

百
四
十
二
戸
の
建
て
替
え
計
画

で
進
め
て
き
た
が
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
こ
と
か
ら
二
棟
目
に

つ
い
て
は
平
成
十
四
、
十
五
年

度
の
二
カ
年
継
続
で
施
行
し
た
。

現
在
、
策
定
中
で
あ
る
「
山

田
町
公
営
住
宅
総
合
ス
ト
ッ
ク

活
用
計
画
」
で
公
営
住
宅
の
管

理
戸
数
、
建
て
替
え
戸
数
及
び

住
戸
改
善
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
柳
沢
第
一
団
地
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
当
初

計
画
で
あ
る
平
成
十
九
年
度
ま

で
の
七
棟
百
四
十
二
戸
の
建
設

を
平
成
二
十
五
年
ま
で
延
長

し
、
建
設
戸
数
も
五
棟
百
八
戸

で
県
建
築
住
宅
課
と
協
議
中
で

あ
る
。

ま
た
、
柳
沢
北
浜
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
の
施
行
期
間

は
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
四

カ
年
の
延
長
で
計
画
変
更
を
進

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
に
つ

い
て
も
、
現
在
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

建設計画の見直しが検討され
ている町営住宅柳沢第１団地
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佐藤照彦議員

16年度予算

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

歳
出
総
額
を
厳
し
く
抑
制
す
る

病院問題

山
田
病
院
の
整
備
充
実
を

町
民
に
よ
る
署
名
運
動
を
展
開

質
問

平
成
十
六
年
度
の
予

算
編
成
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
、

重
点
施
策
、
財
政
措
置
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
い
。

沼
崎
町
長

新
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
は
、
次
の
五
点

で
あ
る
。

①
歳
出
総
額
を
十
五
年
度
の
水

準
以
下
と
な
る
よ
う
厳
し
く

抑
制
す
る
。

②
第
七
次
総
合
発
展
計
画
事
業

に
つ
い
て
は
、
行
革
推
進
本

部
で
の
見
直
し
を
受
け
、
最

優
先
で
実
現
を
図
る
。

③
町
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
分
を
除
い
た
発
行

額
を
、
当
該
年
度
の
元
金
償

還
額
以
下
に
努
め
る
。

④
三
位
一
体
改
革
は
具
体
化
さ

れ
て
い
な
い
が
、
国
庫
補
助

負
担
金
は
本
町
に
と
っ
て
重

要
な
財
源
で
あ
り
、
情
報
を

適
確
に
把
握
し
、
財
源
の
確

保
に
努
め
る
。

⑤
新
年
度
予
算
執
行
に
あ
た
り
、

積
極
的
な
創
意
・
工
夫
に
よ

り
節
減
で
き
る
経
費
を
、
企

画
財
政
課
預
か
り
と
し
、
翌

年
度
の
予
算
要
求
額
に
加
算

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

（「
よ
み
が
え
り
予
算
」）
を
、

設
け
る
。

重
点
施
策
と
財
政
措
置
に
つ

い
て
は
、
現
在
各
課
か
ら
要
求

資
料
が
提
出
さ
れ
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
中
で
あ
り
、
具
体
的
に
示
せ

る
状
況
に
は
な
い
。

質
問

県
医
療
局
は
、
五
年

間
で
十
二
病
棟
七
百
二
十
床
の

削
減
を
柱
と
す
る
県
立
病
院
の

大
リ
ス
ト
ラ
計
画
「
県
立
病
院

改
革
基
本
プ
ラ
ン
（
案
）」
を

明
ら
か
に
し
た
。

来
年
度
は
三
病
棟
百
八
十
床

の
削
減
を
計
画
し
て
お
り
、
年

内
に
は
削
減
対
象
の
病
院
を
明

ら
か
に
す
る
と
し
て
い
る
。

新
山
田
病
院
の
改
築
は
、
百

床
規
模
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、

リ
ス
ト
ラ
計
画
に
よ
り
、
規
模
、

診
療
科
目
、
医
師
の
配
置
な
ど

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

現
状
規
模
の
病
院
と
し
て
改

築
を
実
現
す
る
た
め
の
、
あ
ら

ゆ
る
取
り
組
み
を
強
力
に
展
開

す
べ
き
で
あ
る
。
町
長
の
決
意

と
行
動
力
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。沼

崎
町
長

新
山
田
病
院
の

規
模
、
診
療
科
目
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、「
県
立
病
院
改
革
基
本
プ

ラ
ン
（
案
）」
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

新
山
田
病
院
は
本
町
医
療
の

中
核
施
設
と
し
て
期
待
し
て
い

る
し
、
診
療
体
制
の
整
備
充
実

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
も
医
療
局
や
岩

手
医
科
大
に
要
望
し
て
き
た
。

今
後
の
要
望
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
町
民
に
よ
る
署
名
運

動
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

厳しい財政状況の中
で、平成16年度の予算
編成作業が進められて
います（町企画財政課）

地域総合病院としての規模と機能の
充実が望まれます（県立山田病院）


